
30古紙パルプ配合率70%の再生紙と、植物性大豆油インキを
使用し、環境に優しい水なし印刷方式を採用しています。

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

固定資産税（１期）
軽自動車税（１期）  の納期です

５月は

健さん、正美さんご
夫妻の長女（大鷹沢

三沢）

パパからひとこと
お姉ちゃん、お兄ちゃん、
弟といつまでも
仲良くね。

ママからひとこと
いつまでも笑顔の絶えない

女の子でいてネ。

H19.5

黄川田　朱里ちゃん
あか   り

※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ
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「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）
　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　５月30日（水）･５月31日（木）、17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

遠藤　美月さん
（大鷹沢小・４年）

元気いっぱい タイヤとび

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

第56回書道学会展で
内閣総理大臣賞を受賞
伊藤　廣毅（雅号：泉鶴）さん
　今年１月、東京都美術館を
会場に開催された第56回書
道学会展。国内最高峰の作品
が集まるこの展覧会で、県内
で初めて最高賞の内閣総理大

臣賞を受賞したのが市内在住の書道家、伊藤廣毅（雅号：泉鶴）さんです。
伊藤さんは２年前にも同展覧会で中国大使賞を受賞しており、今回はそれ
に続く受賞となります。現在も山形大学などで後進の指導に当たっている
伊藤さんに、今回の受賞や書道に対する思いなどを伺いました。
●受賞おめでとうございます。今のお気持ちをお聞かせください。
　ありがとうございます。書道を始めて60年近くになりますが、自分の作
品が認められたことにとても喜びを感じていますし、受賞したという責任の
重さも感じています。さらに良い作品ができるよう、今後も精進していきた
いと思います。
●書道を本格的に学ぼうと思われたきっかけは？

　高校２年の終わりごろ、高校の先生に
「書道の大家で、新潟大学教授の石橋犀水
先生の下で本格的に学んでみないか？」と
勧められたことがきっかけです。周囲には
反対されましたが、やはり書道が好きでし
たし、高名な先生の下で勉強したいという
思いもあり、この道に進む決意をしまし
た。新潟大学行きを勧めてくれた先生には
今も感謝しています。

●先生の作品には自然をテーマにしたものが多いと伺いましたが？
　私は野山など、春夏秋冬の移り変わりが好きで、散策などをしていると
自然に言葉が浮かんできます。今回の受賞作品もそうですが、読んだ人に
その情景が見えるように、墨の濃淡や余白などを生かして雰囲気を出すよ
うにしています。この表現が最も難しいのですが、ここ５～６年は自分でも
満足のいく作品ができてきました。将来、個展を開催できればと思います。
●市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　書道を行うことは文字の起源や書体の変遷、つまり中国の歴史を知るこ
とです。私はそこに書道の魅力を感じています。また、紙に文字を書く行為
は気持ちの整理に役立ちますし、特に毛筆の場
合、白い紙が墨を吸い込む感覚は人にとても
良い影響を与えるそうです。現在はパソコンな
どが普及して、手で文字を書くこと自体少なく
なりましたが、手書きの文字はその人の性格や
個性を最もよく表現するもので、その素晴らし
さは時代を超えて変わらないものです。字の上
手・下手は問いません。相手に自分の心を伝え
る手段として、手書きの重要性を忘れないでほ
しいと思います。

▲完成まで５カ月を要したと
いう今回の受賞作品「若葉」 

▲書道の魅力や自身の作品について
熱く語る伊藤さん

▲内閣総理大臣杯を手に、「率直にうれしいです。」
　と話してくださいました。

こう  き せん かく

さいすい


